
令和5年度　看護師負担軽減・処遇改善計画

部門 取り組み項目 備考

　看護職員の採用（適正数維持） 継続

　看護補助者の採用（適正数維持） 〃

　育児・介護休業法の措置を活用した短時間正規雇用者の活用 〃

　院内保育所の利用促進 〃

　福利厚生の充実 〃

　外来当番制（各科専門外患者） 継続

　時間予約制 〃

　手術開始時間の繰り上げ 〃

　採血開始時間の繰り上げ 〃

　クリニカルパスの活性化 〃

　複数主治医・チーム医療制 〃

　交替勤務制 〃

　病棟服薬指導 継続

　病棟薬剤業務の充実を図るため「病棟薬剤業務実施加算」を実施 〃

　

　＊別紙

　外科系当直応援医師急患受け入れ時の迅速対応（急患到着時刻に合わせて救急室に待機・急患対応補助及び緊急検査対応）継続

　職員定期健診時の採血業務 〃

　早朝外来採血業務 〃

　検査の際の送迎の応援 継続

　看護師・看護助手が患者さんをX線撮影室に連れてきた際の撮影待ち時間の短縮 〃

　保守管理計画に基づいた医療機器点検の実施。医療機器トラブル発生時の一時対応による負担の軽減 継続

　臨床業務における技術援助、情報の収集と提供 〃

　医療安全に対する情報収集、勉強会の参加と実施 〃

　手術時における麻酔アシスタント業務 〃
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部門 取り組み項目 備考

　①個々人に適切な栄養管理を行う 継続

　　・入院時ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞを実施、栄養管理計画書書を作成し、必要な患者へ栄養指導を行う 〃

　　・必要時はNSTで栄養管理をする 〃

　　・栄養指導依頼箋を代行入力する（入院・外来） 〃

　　・特別治療食の必要な患者の食事変更を提案し、代行入力する 〃

　　・病棟ｶﾝﾌｧﾗﾝｽへ参加し、情報共有を図る 〃

　　・外来においても必要な患者（ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ）へ栄養指導を行う 〃

　②治療効果と患者QOLを向上させるため、喫食率を上げる 〃

　　・食事調査を行い、安全で満足度の高い食事を提供する 〃

　　・食事形態を検討し、必要時は変更を提案し、代行入力する 〃

　　・嚥下の状態に合わせた食事を提供する 〃

　　・アレルギー有する患者へ詳細問診を行う

　　・喫食調査を行う

　入退院支援体制（患者サポートセンター）の充実を図る 継続

　・患者サポートセンター介入率を向上させる 〃

　・地域医療連携を円滑化する 〃

　医師事務作業補助者による各種代行入力 継続

　医師事務作業補助者の業務拡大（内科・耳鼻咽喉科部門） 〃

　医師事務作業補助者の能力向上への取組み 〃

　医師事務作業補助体制加算1 15対1の取得

　年次有給休暇取得の促進 継続

　業務の効率化と時間外削減のため、部門間における垣根を越えた役割分担の推進 〃

　WLB活動の周知、参加及び協力を促す 〃

令和5年9月時点

※朱書きは追加および変更箇所
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